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目目目目        的的的的    

 大阪府豊能郡能勢町長谷地区の水田の土手にはニラに似

て「山にら」と呼ばれる植物が生育している。（第 1 図、

第 2図）住民はこの植物を野生のニラと信じ、採集して食

べている。しかし、その実体は分かっていないので、先輩

たちは現地調査によってその正体を調べてきた。私たちは

この植物を採集・栽培し、形態調査、染色体の観察、種子

の発芽試験および AFLP分析を行い、正体を明らかにしよ

うとした。 

 

材料材料材料材料およびおよびおよびおよび方法方法方法方法    

2008 年に長谷地区の 4 ヶ所で「山にら」を採集し（系統①～④）、

ポットで栽培した。比較のために、以前同地区から同町野間地区に

移植された 1 系統（系統⑤）、大阪府池田市および三重県四日市市の

逸出ニラ各1系統（系統⑥および⑦）および2栽培品種（‘広巾にら’、

（HN）および‘グリーンロード’（GR））も同時に栽培した。また，

外群として能勢町長谷在来のラッキョウも栽培した。5 月から翌年 1

月まで毎月 1 回、各系統 15 個体の地上部の形態形質を調査した。 

各系統の株の根端を採取し、押しつぶし法によって染色体を観察

した。10～11 月に種子を採取し、発芽試験（20℃、暗条件）を行っ

た。また、葉から DNA を抽出し、AFLP 分析を行い、得られたバンド

パターンに基づくクラスター分析によって、系統間の遺伝的関係を

求めた。 

 

結結結結        果果果果    

「山にら」の 4系統および野間地区の系統の葉の形態は相互に類似

し、栽培 2品種に比べて短く、細かった。栽培品種の草丈は 5月から 7月の 2ヶ月間ほとんど変わら    

第 2図．.自生地における開花期の「山 

にら」． 

第 3図．「山にら」およびニラの草丈の変化 第 4図．「山にら」およびニラ系統の開花株率の変化 

第 1図.「山にら」の採集場所． 

能勢町長谷能勢町長谷能勢町長谷能勢町長谷    

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県    

京都府京都府京都府京都府    



なかったが、8月から 9月まで急に大きくなり、１月には低くなった。「山にら」の 5系統および三重

県四日市市の逸出ニラは 5月から 8月まで徐々に大きくなり、その後 9月まで急に大きくなった。し

かし、その後は 11月までは大きく変わらず、12月には低くなった。これらの系統は他の系統に比べ

て草丈が低かった（第 3図）。栽培した全系統、品種が 8月から 12月まで開花した（第 4図）。した

がって、草丈の急な増加は花序の発生によるものであり，系統間の草丈の違いは主に花茎の長さの違

いによるものであった(第 5 図)。 

栽培品種および逸出系統の染色体数は 32 本であった。「山にら」の系統の染色体数も同じく 32 本で

あった。また、ラッキョウの染色体数

も 32 本であった。ニラの栽培品種の核

型は、K(2n)=28V＋2J＋2Jt と表すこ

とができた（第 6 図）。逸出の 2 系統お

よび「山にら」の 5 系統も全く同じよ

うに現すことができた。なお、ラッキ

ョウには付随体を持った染色体は観察

されず、核型は K(2n)=28＋4J であっ

た。したがって、ラッキョウはニラと

同数の染色体を持っているが、核型は

相互に異なると言える。 

発芽試験の結果、「山にら」の各系統

の発芽率は 60％以上であり、栽培品種

および逸出系統と大きく変わらなかっ

た（第 7 図）。「山にら」の平均発芽日

数は 7～9 日であり、栽培品種や逸出系

統との違いは見られなかった（第 8 図）。 

AFLP 分析の結果、「山にら」および 

第 5 図．開花期の「山にら」とニラ（9 月 17 日）． 

赤い線は同じ高さ

を示す。 

「山にら」およびニラの各系統の染色体 
第 6図．「山にら」およびニラの各系統の染色体． 



ニラの系統には 6 種類のプライマーの組み合わせによって合計 711 本のバンドが得られた。そのうち

100 本が全系統に共通であり、約 86％が多型であった（第 1 表）。外群のラッキョウには 290 本のバン

ドが見られ、その 172 本が「山にら」およびニラと共通であった。 

クラスター分析の結果を第 9 図に示した。大阪府池田市の逸出系統、および 2 栽培品種は一つの小

さなクラスターにまとまった。これらは他に比べて葉が大きく、草丈も高い系統、品種であった。葉

の小さな四日市市の逸出系統および「山にら」の 5 系統は大小の 4 クラスターに分かれた。外群とし

て用いたラッキ

ョウはニラのク

ラスタ－から大

きく離れた。 

 

考考考考        察察察察    

形態的特徴お

よび染色体の観

察結果から、「山

にら」はニラで

あることが分か

った。発芽試験

の結果、「山にら」の種子には休眠性が認められなかっ

たので、この植物は野生種ではなく、栽培化されたニ

ラであると考えられる。長谷地区の 4 系統の「山にら」

および野間地区の系統の葉は小さかったので、これら

は日本の栽培品種の中で比較的葉の小さい‘小葉ニラ’

が逸出し、定着したものと考えられる。AFLP 分析から、

「山にら」の系統間には遺伝的に大きな変異があるこ

とが明らかになった。したがって、「山にら」の集団は

１系統の栄養繁殖によるものではなく、遺伝的に相異

なる多数の系統の集団に由来すると考えられる。  

第 9図．AFLP分析に基づく「山にら」およびニラ

系統のデンドログラム． 

第 7図．「山にら」およびニラの種子の発芽率の違い． 第 8図．「山にら」およびニラの種子の平均発芽日数の違い． 

第 1表．AFLP分析で得られた「山生にら」ニラの各系統・品種のバンド数 


